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アウトソーシング COu tsourcing) という語は、もともとアメリカの経営学者プラハラド
c. K. Prahalad)が主唱した「競争理論」に由来する用語である O 字義どおり、外部 COut)























































































献要覧、 1970-1990J(日本図書館学会監修)と「日本図書館年鑑、 1991-2002J (日本図書館
協会刊、以下「日図協J)に収録された図書館学分野の論文および単行本を対象にした。調査
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年度から「世界最高水準の大学づくりプログラムJC~ 、わゆる「国公私 top30J) を実施してい
るお)。そして文科省は2002年度から世界水準の研究教育拠点を目標にする大学を選定し予算を






























































































































項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
目録(新規入力) 92 (61. 7) 34(50.0) 58(71.6) 
資料の電算化 38(25.5) 21 (30.9) 17(21.0) 
定期刊行物の発注、受け入れ、契約 12( 8.1) 4( 5.9) 8( 9.9) 
分類 61(40.9) 21 (30.9) 40(49.4) 
図書の装備 94(63.1) 39(57.4) 55(67.9) 
遡及入力 97(65.1) 44(64.7) 53(65.4) 
図書の受け入れ全般 30(20.1) 7(10.3) 23(28.4) 









項 日 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
アウトソーシングの業者 64(20.8) 30(21.0) 34(21.0) 
正規の職員 127(41. 7) 59(41.2) 68(42.0) 
アルバイトあるいは非常勤職員 106(34.9) 51 (35.7) 55(34.0) 






















項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
人件費が節減された 59(39.6) 22 (32.4) 37(45.7) 
人件費以外の経費が節減された 11( 7.4) 7(10.3) 4( 4.9) 
単純反復業務に効果的であった 62(41.6) 32(47.1) 30(37.0) 
業務を委託する過程で業務分析ができた 26(17.4) 9(13.2) 17(21.0) 
生産性、品質が向上された 22(14.8) 8(11.8) 14(17.3) 
人が中心となる業務に集中できた 62(41.6) 29(42.6) 33(40.7) 
アウトソーシングを導入した部署が縮小された 12( 8.1) 3( 4.4) 9(11.1) 
アウトソーシングを導入した部署が廃止された O( 0.0) O( 0.0) O( 0.0) 
職員数が削減された 27(18.1) 6( 8.8) 21(25.9) 
正規職員が失業の危機を感じた 1( 0.7) 1( 1.5) O( 0.0) 
図書館業務の専門性に喪失感を感じた 14( 9.4) 4( 5.9) 10(12.3) 

















項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
人件費が節減される 58(38.9) 21(30.9) 37(45.7) 
人件費以外の経費が節減される 8( 5.4) 3( 4.4) 5( 6.2) 
単純反復業務を避ける 49(32.9) 25(36.8) 24(29.6) 
生産性、品質を向上させる 24(16.1) 8(11.8) 16(19.8) 
人が中心となる業務に集中する 52(34.9) 19(27.9) 33(40.7) 
目録登録が必要な資料が累積されている 37(24.8) 18(26.5) 19(23.5) 
入手する本が増えている 22(14.8) 6( 8.8) 16(19.8) 
職員が足りない 81 (54.4) 37(54.4) 44(54.3) 
整理業務にアウトソーシングは必要ない 6( 4.0) 1 ( 1.5) 5( 6.2) 


















項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
専門性のあるアウトソーシング業者が足りない 63(42.3) 34(50.0) 29(35.8) 
図書館サービスの質の低下が憂慮される 30(20.1) 14(20.6) 1609.8) 
費用対効果を期待できない 2003.4) 9(13.2) 1103.6) 
内部情報が流出されるおそれがある 11 ( 7.4) 6( 8.8) 5( 6.2) 
特に難しいと思った点はない 37(24.8) 12(17.6) 25(30.9) 







項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
非常に適用可能である 4( 2.8) O( 0.0) 4( 4.9) 
適用可能である 43(29.0) 1207.6) 31 (38.4) 
どちらともいえない 39(26.3) 18(26.5) 21(25.9) 
それほど適用されない 48(32.3) 28(41.2) 20(24.7) 
適用できない 14( 9.5) 10(14.7) 4( 4.9) 
無応答 1( 0.1) O( 0.0) 1 ( 1.2) 

















項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
製本 144(81.8) 74(82.2) 70(81.4) 
蔵書開発 1 ( 0.6) O( 0.0) l( 1.2) 
休日および時間外開館 59(33.5) 25(27.8) 34(39.5) 
警備 83(47.2) 43(47.8) 40(46.5) 
文献複写 22(12.5) 9(10.0) 13(15.1) 
庶務会計:庶務、会計、予算、人事、広報 2( 1.1) O( 0.0) 2 ( 2.3) 
案内 33(18.8) 12(13.3) 21 (24.4) 
企画業務 1(0.6) O( 0.0) 1 ( 1.2) 
参考サービス 12( 6.8) 4( 4.4) 8( 9.3) 
貸出 43(24.4) 13(14.4) 30(34.9) 
利用者教育 6( 3.4) 1( 1.1) 5( 5.8) 
ホームページの管理 11( 6.3) 3( 3.3) 8( 9.3) 
返却 43(24.4) 13(14.4) 30(34.9) 
システム管理 38(21.6) 13(14.4) 25(29.1) 
相互貸借 13( 7.4) 3( 3.3) 10(11.6) 










項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
アウトソーシング業者にすべて任せ、まったく関与しない 2202.5) 1102.2) 1102.8) 
定期的に進行状況を確認し、必要な指示をする 129(73.3) 72(80.0) 57(66.2) 
最初からアウトソーシング業者と共同で業務を実施する 17( 9.7) 5( 5.6) 12(14.0) 
その他 8( 4.5) 2( 2.2) 6( 7.0) 
計 176000.0) 90(51.1) 86(48.9) 
12)アウトソーシング業者に対する不満
〈表 9>が示すように、業者について「特に不満はないJ(49.4%)ものの、「質的な問題」









項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
アフタサービスが不十分である 1800.2) 5( 5.6) 1305.1) 
人間関係に摩擦がある 10( 5.7) 4( 4.4) 6( 7.0) 
委託料が高い 37(21.0) 18(20.0) 19(22.1) 
質的な問題がある 49(27.8) 22(24.4) 27 (31.4) 
特に不満はない 87(49.4) 42(46.7) 45(52.3) 
















項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
契約履行を徹底に監督すること 101 (57.4) 58(64.4) 43(50.0) 
アウトソーシングの効果を検証する 170(96.6) 82(91.1) 86000.0) 
検証の結果を契約に反映する 136(77.3) 67(74.4) 69(80.2) 
その他 4( 2.3) O( 0.0) 4( 4.7) 
無回答 11( 6.3) 900.0) 2( 2.3) 








項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
あ る 78(32.6) 34(28.6) 44(36.7) 
な ~ ， 133(55.7) 75(63.0) 58(48.3) 
すでに導入している 18( 7.5) 5( 4.2) 1300.8) 
無回答 10( 4.2) 5( 4.2) 5( 4.2) 
計 239000.0) 119000.0) 120(100.0) 








項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
あ る 14( 5.9) 6( 5.0) 8( 6.7) 
な 213(89.1) 108(90.8) 105(87.5) 
すでに導入している 2( 0.8) O( 0.0) 2( 1.6) 
無回答 10( 4.2) 5( 4.2) 5( 4.2) 










項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
図書館内に再配置する 134(56.1) 67(56.3) 67(55.8) 
図書館の定員を削減する 69(28.9) 33(27.7) 36(30.0) 
導入部署の職員の全員削減を避ける 84(35.1) 48(40.3) 36(30.0) 
その他 9( 3.8) 3( 2.5) 6( 5.0) 












1.非常に適合である 2.適合である 3. どちらともいえない 4. それほど適合でない 5.不適合
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 建物管理 1 2 3 4 5 
製 本 蔵書開発 および清掃
145 68 13 3 5 3 4 37 48 139 157 65 7 1 3 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 休日および 1 2 3 4 5 警 備 目録業務 時間外開館
158 54 11 2 3 16 95 63 36 20 31 96 74 21 8 
l 2 3 4 5 1 2 3 4 5 ホームページ 1 2 3 4 5 
案 内 遡及入力 管 理
21 82 73 36 12 59 118 41 9 5 12 58 99 40 22 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 システム
1 2 3 4 5 
受け入れ 文献複写 管 理
5 1 18 54 151 42 108 47 19 15 29 66 79 35 23 
1 2 3 4 5 l 2 3 4 5 洋雑誌の発注 1 2 3 4 5 
装 備 管理運営 および入手
89 101 34 3 4 3 3 22 41 160 9 54 75 66 26 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 和雑誌の発注 1 2 3 4 5 
分 類 企画業務 および入手
17 57 67 56 33 2 4 25 44 155 9 53 78 62 28 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 洋書の発注 1 2 3 4 5 
貸 出 利用者教育 および入手
47 105 47 21 11 8 19 55 68 79 9 49 76 69 28 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 和書の発注 1 2 3 4 5 
返 却 資料電算化 および入手
49 108 47 17 10 47 100 58 9 11 8 51 76 67 30 
1 2 3 4 5 参 考 1 2 3 4 5 
庶務会計:庶務・ 1 2 3 4 5 
相互貸借 サービス 録十・予穿・人事・












項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
アウトソーシングの必要性を十分に検討する 168(70.3) 88(73.9) 80(66.7) 
費用対効果をまず調査する 161(67.4) 80(67.2) 81 (67.5) 
業務分析をして図書館の専門業務を決める 159(66.5) 83(69.7) 76(63.3) 
アウトソーシングを図書館の運営方針として決める 62(25.9) 31(26.1) 31(25.8) 
アウトソーシングの明確な目標を設定する 129(54.0) 62(52.1) 67(55.8) 
実施細目を徹底に準備する 106(44.4) 50(42.0) 56(46.7) 
専門性のある業者を選ぶ 156(65.3) 77(64.7) 79(65.8) 
契約内容を詳細に決める 126(52.7) 66(55.5) 60(50.0) 
その他 1( 0.4) O( 0.0) 1 ( 0.8) 













項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
アウトソーシングが効果的な業務は続ける 204(85.4) 102(85.7) 102(85.0) 
契約終了後自館で業務を行う場合に備え、業者からノウハウを教わる 3404.2) 11( 9.2) 2309.2) 
必要なときに期間を限定して短期的に導入する 72(30.1) 36(30.3) 36(30.0) 
アウトソーシングの継続はいったん契約終了後に決定する 11( 4.6) 8( 6.7) 3( 2.5) 
その他 5( 2.1) 3( 2.5) 2( 1.7) 













項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
図書館職員全員の合意が重要である 84(35.1) 39(32.8) 45(37.5) 
図書館の方針で決定する 180(75.3) 94(79.0) 86(71.7) 
館長の意思が重要である 19( 7.9) 9( 7.6) 10( 8.3) 
その他 15( 6.3) 5( 4.2) 10( 8.3) 










項 目 全体(%) 国公立大(%) 私立大(%)
必要悪である 13( 5.4) 6( 5.0) 7( 5.8) 
予算の策定が困難である 26(10.9) 16(13.4) 1O( 8.3) 
選択的に導入すべきである 196(82.0) 103(86.6) 93(77.5) 
今後、拡大する必要がある 36(15.1) 18(15.1) 18(15.0) 
費用対効果が高い 34(14.2) 14(11.8) 20(16.7) 
その他 10( 4.2) 5( 4.2) 5( 4.2) 







































































京都大学生涯教育学・図書館情報学研究 vol. 5. 2006年
注
1) http://www.kirnsconsulting.co.kr/newsletter/acaderny j 4.htrnl 
2) Hong Sung Do rアウトソーシングの戦略と事例~ (ソウル:学問社、 1998)p.11. 
3 )芝田正夫「京都市立図書館の財団「委託」をめぐるJrみんなの図書館~ 43 0980， 12) p. 2-11. 
4) Hong Sung Do、前掲書、 p.11.
5) R. W. Boss，“Guide to Outsourcing in Libraries，" Library Technology Reports， Vol. 34， NO.5 
(Sep. -Oct. 1998)， p.563. 
6) K. Ketler and J. Walstrorn，“The Outsourcing Decision，" International Journal of Informαtion 
Mαnαgement， Vol. 13， No. 6 (Dec. 1993)， p. 449-59. 
7) r 日本国語大辞典~ 1巻、第2版(東京:小学館、 2000)p. 1019. 
8)木内公一郎「大学図書館のアウトソーシングJr情報の科学と技術~ 48巻1号 (1998，1) p. 9. 
9 )遠藤玄聾『わかる !IT アウトソーシング~ (東京:ダイヤモンド社、 2002)pp. 28-30. 
10)遠藤玄聾、上掲書、 pp.30-31.
1)桑原満紀「図書館運営委託化の動きに抗してJrみんなの図書館~ 38 0980， 6)pp. 33-36. 
12)芝田正夫「京都市立図書館の財団「委託」をめぐるJrみんなの図書館~ 43 0980， 12) p. 2-11. 
13) I公共図書館の民間委託問題Jr図書館雑誌~ 75巻7号 0981，7) p. 376-390. 
14)民問委託とは、地方自治体(以下「自治体J)が直営するのではなく(日本図書館法上自治体が直営
するようになっている)、自治体が設立した公社や財団が管理運営することである。





19)佐々木克彦「企業図書館とアウトソーシングJr情報の科学と技術~ 47巻5号 0997，5) pp.238-244. 




21)木内公一郎「大学図書館のアウトソーシングJr情報の科学と技術~ 48巻1号 0998，1) p. 9-16. 
2) I特集:図書館経営論の課題Jr現代の図書館~ Vol. 36， No. 4 0998， 12) p. 247-273. 






27) 日本科学者会議編『異議あり新しい「国立大学法人J 像~ (東京:青木書脂、 2002)p. 13. 
28) I資料:大学(国立大学)の構造改革の方針について」平成13年11月『図書館年鑑2002年度~ p.461. 
29)朝日新聞 (2002.8. 19) 1面.
30)教授新聞、 280号 (2003年7月21日) 3面.
31)教授新聞、 308号 (2004年4月12日) 8面.
32) http:j jwww.kyoto-u.ac.jpjirnage-2002jhojinjbuhinj031202.htrn [cited 2004. 4J 
33)平成16年度近畿地区国立大学法人等採用事務系(図書業務)二次専門試験案内、
http:j jwww.kulib.kyoto-u.ac.jpjexarninejkinki.htrnl [cited 2004. 4J 
34)竹村心「学術政策と大学図書館Jr現代の図書館~ Vol. 32， No. 2 (2000，6) pp.79-85. 




36) I資料:大学(国立大学)の構造改革の方針についてJr図書館年鑑2002年度JI(日図協、 2003)pp. 
459-461. 
37)教授新聞、第308号 (2004年4月12日) 8面
*なお本稿は『韓国図書館・情報学会誌JI35(2) (2004.6)に掲載された論文の日本語訳であり、同韓国図
書館・情報学会から日本語版翻訳許可を得ている。
